
令和４年

伊 東 警 察 署

交 通 安 全 協 会 伊 東 地 区 支 部

伊 東 地 区 安 全 運 転 管 理 協 会





は じ め に 
 

皆様には、平素から交通安全活動をはじめ、警察業務の各般にわたり、深い御理解・御協

力と多大なる御支援を賜り厚く御礼申し上げます。 

この度、交通安全協会伊東地区支部、伊東地区安全運転管理協会の協力を得て、令和４年

中に伊東市内で発生した交通事故の統計資料「交通のあらまし」を発行することができまし

た。 

 

令和４年中は、新型コロナウイルス感染予防対策が進み、行動の自粛がなく市内の交通流

が戻り始めた印象が残る中、伊東市内における交通事故の発生状況は、 

〇 人身交通事故 

・ 件  数  267件  前年比 －3件（ －1.1％） 

・ 死 者 数   3人  前年比 ＋2人（ ＋200.0％） 

・ 負傷者数  366人 前年比 ＋9人（ ＋2.5％） 

〇 物件交通事故 

・ 件   数  1,959件 前年比  ＋150件（ ＋8.3％） 

となり、人身交通事故件数は減少しましたが、死者数、負傷者数ともに増加となりました。 

 管内の死亡事故は統計上（事故発生から24時間以内の死亡）３件の発生で３人の方が亡く

なっていますが、統計上では計上されずに24時間を経過後に亡くなった方がこの他に２人お

り、計５人の方が交通事故で亡くなっている状況から、交通情勢としては厳しい年であった

と考えております。 

 死亡事故の状況から 

〇 事故後に亡くなった５人のうち４人は高齢者 

〇 事故形態で５件中３件は道路横断時 

であり、歩行者の安全対策、高齢者対策が早急の課題だと認識しております。 

 

 本年、伊東警察署では、昨年の管内で発生した交通死亡事故等を踏まえ 

○ 「しずおか・安全横断３つの柱」の浸透 

○ 高齢運転者対策の推進 

○ 死亡事故抑止違反の指導取締り強化 

〇 酒気帯び運転等の危険運転者対策 

〇 歩行者保護に重点を置いた交通規制の見直し 

などを重点に各種施策を推進し、交通事故抑止に向けた取組を強化してまいります。 

この統計資料「交通のあらまし」が地域・職場・学校等での交通安全教育に活用され、一

人でも多くの方に交通事故防止対策を推進するための基礎資料として活用していただければ

幸いです。 

 

令和５年３月 

伊東警察署長 

三 坂  滋 康 
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第１章　全国・静岡県の人身交通事故

１　全国と静岡県の発生状況

区 分
件 数 死 者 数 負 傷 者 数

前年対比 前年対比 前年対比

全 国 300,839 -4,357 2,610 -26 356,601 -5,530

1 東 京 都 30,170 1 大 阪 府 141

-746

２　都道府県別発生状況

（１）発生件数　 （２）死者数

順位 都 道 府 県 件 数 順位 都 道 府 県 死 者 数

静 岡 県 18,678 -704 83 -6 23,662

3 愛 知 県 23,825 3 東 京 都 132

2 大 阪 府 25,509 2 愛 知 県 137

5 福 岡 県 19,868 5 兵 庫 県 120

4 神 奈 川 県 21,098 4 千 葉 県 124

7 埼 玉 県 16,576 7 神 奈 川 県 113

6 静 岡 県 18,678 6 北 海 道 115

83

9 千 葉 県 13,223 9 茨 城 県 91

8 兵 庫 県 16,372 8 埼 玉 県 104

３　警察署別発生状況

警察署名 件　数 死者数 負傷者数 警察署名

10 群 馬 県 9,803 10 静 岡 県

件　数 死者数 負傷者数

下 田 178 1 238 島 田 451 1 593

大 仁 293 2 394 牧 之 原 261 2 331

2 374

伊 東 267 3 366 掛 川 559 6 733

三 島 592 3 746 菊 川 279

2 701

沼 津 1,242 5 1,553 磐 田 938 3 1,234

熱 海 145 1 185 袋 井 548

2 95

御 殿 場 357 2 473 浜 北 500 3 618

裾 野 392 4 486 天 竜 81

7 2,451

富 士 宮 572 1 721 浜松中央 1,535 2 1,913

富 士 1,182 8 1,445 浜 松 東 1,879

3 770

静岡中央 1,202 1 1,392 細 江 516 3 672

清 水 1,128 8 1,375 浜 松 西 583

320

藤 枝 597 1 715 高 速 隊 229 3 393

静 岡 南 1,249 2 1,532 湖 西 247

83 23,662

1

焼 津 676 2 843 合 計 18,678

1



３　月別

５　時間帯別

36 366

19 26 267

1 1 3

2

4年

267

3

366

22 30 22 18 22 23 25 26 17 17

514583

52 15 3

600613

合計

270

1

35741

36

12月

28 19

22

1

30 43 25

16～18 18～20 20～22 22～24

3522

1

3329 35 822282

４　曜日別

区 分 月 火 水 木 金 土 日

18 22 31

10月 11月7月 8月 9月

644

21 26

441

25

531

21 22 18

30 38

17 14

32 24 36 25

805 711 720

死 者 数

負傷者数

区 分

令
和
4
年

令
和
3
年 負傷者数

24

1月 2月 3月

3

件 数

死 者 数

負傷者数

件 数

死 者 数

第２章 伊東市の人身交通事故

前年対比

１　発生状況

37

前年対比

9

5

区 分

令 和 4 年

4月 5月 6月

件 数 死 者 数

2

27年

負 傷 者 数

前年対比

366

325

2年 3年

270443 367

２　過去１０年間の交通事故の推移

年1分区 30年

件 数 512

28年 29年

468 437

267 -3

25年 26年

3

合計

12～14 14～16

件 数 34 38 44 35 38 39 39 267

1

357

合計

件 数 2 5 16 31 46 42 49 40 24 9 3 267

区 分 0～2 2～4 4～6 6～8 8～10 10～12

ドライバーの皆さん

★横断歩道は歩行者優先！

常に歩行者を意識しましょう。

★右折先の横断歩行者に、

特に注意しましょう！

歩行者の皆さん

★横断歩道上を歩いているときも、

周囲の自動車の動きに注意！

★余裕を持って横断しましょう。

～横断歩道の事故防止～～横断歩道の事故防止～
「交通ルールやマナーを守る」ことが、「大切な人の命を護る」ことです。「交通ルールやマナーを守る」ことが、「大切な人の命を護る」ことです。
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６　事故類型別

 

合 計

車
　
両
　
等

そ の 他

安
全
運
転

そ の 他

過 労 運 転

3

人
対
車
両

小 計

そ の 他 7 7

28 1 29

1 318

45 62

追 越 等 6

区 分 件 数 死 者 数 負傷者数

対 背 面 2 2

横
断

横 断 歩 道 9 9

そ の 他 10 1 11

11

車 両 単 独 14 1 19

右 左 折 22 27

そ の 他 37 52

車
両
相
互

正 面 衝 突 17 1 23

追 突 98 143

出 会 い 頭

小 計 225

区 分 件 数 区 分 件　数 死者数 負傷者数

合 計 267 3 366

７　第１当事者違反別 ８　交番別

39

通 行 区 分 2 駅 前 58 89

信 号 無 視 9 宇 佐 美 26

1 72

玖 須 美 22 27

八 幡 野 46 1 64

75

30

23

1

54

合 計 267

264

9

11

3 366

一 時 停 止 7

岡 56優 先 妨 害

87

5

1 吉 田 59

23運 転 操 作

脇 見 運 転

漫 然 運 転

動 静 注 視

歩 行 者 妨 害

安 全 確 認

3

〈夕暮れ夜間の交通事故防止広報〉
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(１)発生状況

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

1 1 1 1 4

2 1 2 1 6

（３）時間帯別

0～2 2～4 4～6 6～8 8～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 22～24 合計

1 1 2 4

２　小学生事故　※小学生が当事者となった事故件数及び死傷者数

件 数 死 者 数 負 傷 者 数

6 -2

前年対比 前年対比 前年対比

-44

件 数

前年対比

南 小 学 校 -1

（４）学校別

学 校 名 当事者数

西 小 学 校 1

前年対比 学 校 名 当事者数

-1

宇佐美小学校 -1

（２）月別

件 数

死 者 数

負 傷 者 数

区 分

区 分

6

1大 池 小 学 校

旭 小 学 校

1

東 小 学 校

池 小 学 校

4

富 戸 小 学 校

-2

管 外

八幡野小学校

合 計

５ 年 1

４ 年

２ 年 1

2

３ 年

（５）状態別（当事者数）

区 分 同乗中

１ 年 1

合 計 6

7

６ 年 1

〈小学生交通安全教室〉
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（１）発生状況

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

2 1 2 5

2 1 3 6

0～2 2～4 4～6 6～8 8～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 22～24 合計

1 1 1 1 1 5

8

2

管 外

合 計

対 島 中 学 校

0

合 計

１ 年

２ 年

6

件 数

5

当事者数

（３）時間帯別

区 分

件 数

（４）学校別

学 校 名

（２）月別

区 分

３　中学生事故 ※中学生が当事者となった事故件数及び死傷者数

区 分 同乗中

死 者 数

6

前年対比

負 傷 者 数

6

23

件 数 死 者 数 負 傷 者 数

前年対比 前年対比 前年対比

北 中 学 校

南 中 学 校

門 野 中 学 校

-1

2

-3

（５）状態別（当事者数）

宇佐美中学校

1

2

３ 年 4

〈中学生交通安全教室〉

全席でシートベルトを着用しましょう！

全身強打 車外放出 前席の人も被害に！

命に係わる重大な怪我をする危険があります！
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（１）発生状況

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

2 1 2 5

2 1 3 6
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8

2
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合 計
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0

合 計

１ 年

２ 年

6

件 数

5
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（３）時間帯別

区 分
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（４）学校別

学 校 名

（２）月別

区 分
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死 者 数

6

前年対比

負 傷 者 数

6

23

件 数 死 者 数 負 傷 者 数

前年対比 前年対比 前年対比

北 中 学 校
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門 野 中 学 校

-1

2

-3

（５）状態別（当事者数）

宇佐美中学校

1

2

３ 年 4

〈中学生交通安全教室〉

全席でシートベルトを着用しましょう！

全身強打 車外放出 前席の人も被害に！

命に係わる重大な怪我をする危険があります！
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(１)発生状況

（２）月別

（３）時間帯別

（４）事故類型別

動静注視

追 越 等 4

10

10

3

運転操作

4 2

2

2

8

合 計 133 2 84

車 両 単 独 4 1

2

右 左 折

2

そ の 他 16 5

小 計 105

安全確認 45

13

追 突 40 29

脇見運転

10

15

出 会 い 頭 26 13 漫然運転車
両
相
互

正 面 衝 突 8 4

小 計 24 1 17

59

11 6

人
対
車
両

対 背 面 2 1

1 1

そ の 他

横
断

横断歩道 8 2

歩 行 者 妨 害

2

そ の 他 10 1 10

4 4

区 分 0～2

（５）第1当事者違反別

区 分 件　数 死者数 負傷者数 区 分 件　数 死者数

21

10～12 12～14 14～16 16～18 18～20

133

22～24 合計

負傷者数

件 数

4 5 7

24 20 10 3 1

20～22

13 59 6 8

4 8 15 27

2～4 4～6 6～8 8～10

死 者 数 1 1

12 133

前年対比

-8

84

2

負 傷 者 数 9 5 9 4

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

件 数 12 13 9

区 分 1月

10 12 16 6 10 109 14

13

1 24

2

11

9

５　高齢者事故　※年齢が65歳以上の者が当事者となった事故件数及び死傷者数

件 数 死 者 数 負 傷 者 数

前年対比 前年対比

2月 3月 4月 5月

133 -20 2 1 84

合 計 133 2 84

車
両
等

その他

そ の 他

安
全
運
転

過 労 運 転

4

1

21

9

優 先 妨 害

信 号 無 視 6 3

3一 時 停 止

通 行 区 分
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4 5 7

24 20 10 3 1

20～22

13 59 6 8

4 8 15 27

2～4 4～6 6～8 8～10

死 者 数 1 1

12 133

前年対比

-8

84

2

負 傷 者 数 9 5 9 4

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

件 数 12 13 9

区 分 1月

10 12 16 6 10 109 14

13

1 24

2

11

9

５　高齢者事故　※年齢が65歳以上の者が当事者となった事故件数及び死傷者数

件 数 死 者 数 負 傷 者 数

前年対比 前年対比

2月 3月 4月 5月

133 -20 2 1 84

合 計 133 2 84

車
両
等

その他

そ の 他

安
全
運
転

過 労 運 転

4

1

21

9

優 先 妨 害

信 号 無 視 6 3

3一 時 停 止

通 行 区 分

６　高齢ドライバー事故　

(１)発生状況

（２）月別

（３）時間帯別

（４）事故類型別

118 -25

区 分

4 4

人
対
車
両

小 計

対 背 面

横
断

横 断 歩 道

そ の 他

そ の 他

14

区 分

（５）第1当事者違反別

3 3

6

12月11月

11

※年齢が６５歳以上の者が原付車以上の車両を運転し第１当事者となった
　 事故件数及び死傷者数

前年対比

件 数 死 者 数

区 分 件　数 死者数 負傷者数

死 者 数

3月

前年対比 前年対比

負 傷 者 数

15 26

87 -22

72 100

7 8

車 両 単 独

合 計

1 4

87 118

車
両
相
互

正 面 衝 突

追 突

出 会 い 頭

追 越 等

右 左 折

そ の 他

小 計

3

合計

件 数 6 9 6 7 9 6 6 12 4 6 8 8 87

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月1月 2月

9 13 118負 傷 者 数 7 10 10 9 12 6 7 22 7

22～24 合計

件 数 1 4 13 18 12 19 12 7 1 87

4～6 6～8 8～10 10～12 12～14 14～16 16～18

2 2

6 6

5

20～22

2 2

14

18～200～2 2～4

漫 然 運 転

6

24 33

18 20

負傷者数件　数 死者数区 分

信 号 無 視

優 先 妨 害

一 時 停 止

歩 行 者 妨 害

4

8 21

12

1

6

7 11運 転 操 作

安
全
運
転

そ の 他

そ の 他

8

5

脇 見 運 転

動 静 注 視

安 全 確 認

9
車
両
等

6

1

12

12

合 計 87 118

34 41

1 3

2 2

11
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

1 1 1 2 1 6

1 1 1 2 1 6

0～2 2～4 4～6 6～8 8～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 22～24 合計

1 1 2 1 1 6

８　自転車事故　※自転車が当事者となった事故件数及び死傷者数

（１）発生状況

件 数 死 者 数 負 傷 者 数

前年対比

6 -1 6 -1

前年対比 前年対比

（２）月別

区 分

件 数

死 者 数

負 傷 者 数

（３）時間帯別

区 分

件 数

（４）年齢別負傷者数 （５）事故類型別

区 分 負傷者数 区 分 件 数 死者数 負傷者数

2

16 ～ 19 歳 追 越 等

15 歳 以 下
車
両
相
互

出 会 い 頭 2

20 ～ 24 歳 1 右 左 折

6

2

25 ～ 29 歳 そ の 他 2 2

2

30 ～ 39 歳 1 小　　　　　　　計 6

40 ～ 49 歳 合 計 6 6

50 ～ 59 歳

60 ～ 64 歳 1

65 ～ 74 歳 1

75 歳 以 上 2

合 計 6

13

13



(１)発生状況

（２）月別

（３）時間帯別

（４）事故類型別

９　自動二輪車事故 ※自動二輪車が当事者となった事故件数及び死傷者数

件 数 死 者 数 負 傷 者 数

前年対比 前年対比

2月 3月 4月 5月

前年対比

16 1 19 -1

2 2 1 2 16

12月 合計

件 数 2 4 1 1 1

6月 7月 8月 9月 10月 11月区 分 1月

19負 傷 者 数 2 5 1 2 1

死 者 数

2～4 4～6 6～8 8～10

2 2 1 3

4 1 2 1 16

22～24 合計

件 数 3 1 4

10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22区 分 0～2

3

（５）第1当事者違反別

区 分 件　数 死者数 負傷者数 区 分 件　数 死者数 負傷者数

3 運転操作 1安
全
運
転

車
両
等

1

右 左 折 6 7 動静注視 4

優 先 妨 害 1 1

追 突 3 4

正 面 衝 突 2

5

安全確認 9 11

小 計 15 18 16

車
両
相
互

合 計

そ の 他 1 1

一 時 停 止 1 1

出 会 い 頭 3

合 計 16 19

14

19

車 両 単 独 1 1

カーブ＋開けた景色に

要注意！

運転に集中できるよう、

適度に休憩をとりましょう
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追 突 3 4

正 面 衝 突 2

5

安全確認 9 11

小 計 15 18 16

車
両
相
互

合 計

そ の 他 1 1

一 時 停 止 1 1
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１１　若者起因事故

(１)発生状況

（２）月別

　

（３）時間帯別

（４）事故類型別

車 両 単 独

4

合 計

6

25

52

右 左 折

そ の 他

小 計

57

車
両
相
互

1

16

81

5 2 8

12月 合計9月 11月

6

10月

1

10

14～16 16～18 18～20

81

5

6 7

76

1

件 数 死 者 数 負 傷 者 数

前年対比 前年対比

7月2月 3月 4月 8月

前年対比

負 傷 者 数 5 10 8 7

5 4 5 4

9 4

死 者 数

81

6

6月

57 18

57

22～24 合計

57件 数 4 8 6

区 分

信 号 無 視

死者数

1月

10

7 8 9 4 1

20～22

12 7 3

5月

負傷者数 区 分 件　数 死者数

9

16

14

2

区 分 0～2

（５）第1当事者違反別

区 分 件　数

件 数 2 3

2～4 4～6 6～8 8～10 10～12 12～14

3 11

16

一 時 停 止8

40

16

※16～29歳の者が原付車以上の車両を運転し第１当事者となった
　 事故件数及び死傷者数

運 転 操 作

1 1

2

負傷者数

正 面 衝 突

そ の 他

4

脇 見 運 転

漫 然 運 転

4

追 突

出 会 い 頭

安 全 確 認

動 静 注 視

11

8

人対
車両

合 計

3 5

8 16

13

20

1

10

7

57 81

そ の 他

車
両
等

そ の 他

安
全
運
転

（若いから反応できる！は大間違い）

発見の遅れは交通事故につながります

過信・慢心事故の元！
先々の危険を予測した運転を心がけましょう
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10

7 8 9 4 1

20～22

12 7 3

5月

負傷者数 区 分 件　数 死者数

9

16

14

2

区 分 0～2

（５）第1当事者違反別

区 分 件　数

件 数 2 3

2～4 4～6 6～8 8～10 10～12 12～14

3 11

16

一 時 停 止8

40

16

※16～29歳の者が原付車以上の車両を運転し第１当事者となった
　 事故件数及び死傷者数

運 転 操 作

1 1

2

負傷者数

正 面 衝 突

そ の 他

4

脇 見 運 転

漫 然 運 転

4

追 突

出 会 い 頭

安 全 確 認

動 静 注 視

11

8

人対
車両

合 計

3 5

8 16

13

20

1

10

7

57 81

そ の 他

車
両
等

そ の 他

安
全
運
転

（若いから反応できる！は大間違い）

発見の遅れは交通事故につながります

過信・慢心事故の元！
先々の危険を予測した運転を心がけましょう

(１)発生状況

（２）月別

（３）時間帯別

（４）第1当事者の年齢別

区 分 1月 2月 3月

合 計 2 6

車両
相互 追 突

１２　飲酒運転事故　※第1当事者が飲酒運転による事故件数及び死傷者数

件 数 死 者 数 負 傷 者 数

前年対比 前年対比 前年対比

2 2 6 6

11月 12月 合計

件 数 1 1 2

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

0

負 傷 者 数 5 1 6

死 者 数

16～18 18～20 20～22 22～24 合計

件 数 1

区 分 0～2 2～4 4～6 6～8 8～10 10～12 12～14 14～16

1 2

2 1

（５）事故類型別

区 分 死者数 負傷者数 区 分 件数

5

死者数 負傷者数

16～19歳 車両単独 1 1

15歳以下

20～ 29歳 2

30～ 39歳

40～ 49歳 2

50～ 59歳

75歳以上

17

60～ 64歳

65～ 74歳

合 計 6

〈飲酒運転根絶広報〉 

基準値未満であっても 

運転技能に影響有り 

ハンドル 
操作 

反応 注意の 
集中 

視線の 
固定 

点数 処分内容 欠格・停止期間

35点 免許取消 ３年

0.25㎎以上 25点 免許取消 ２年

運転者の状況

酒酔い運転

0.15㎎以上
0.25㎎未満

13点 免許停止 90日

酒気帯び
運転

時間
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《参考資料》

伊東市内自動車保有台数（令和4年4月1日現在）

短 期 （ 30 日 ） 6

合 計 55

行政処分の執行状況（令和4年中）

免 許 取 り 消 し 20

免 許 停 止

長 期 （ 90 日 以 上 ） 13

中 期 （ 60 日 ） 16

小 型 特 殊 102

特 殊 用 途 自 動 車 358

合 計 50,511

4,044

軽 四
乗　　　　　　用 16,117

貨　　　　　　物 5,410

二 輪 車

251cc 以 上 725

126cc ～ 250cc 855

91cc ～ 125cc 1,041

51cc ～ 90cc 243

50cc 以 下

中 型 貨　　　　　　物 455

普 通
乗　　　　　　用 20,124

貨　　　　　　物 688

乗　　　　　　用 279

伊東市の人口・運転免許保有者数・世帯数等（令和4年12月末日現在）

男 女 計

18

人 口 31,421 34,865 66,286

運 転 免 許 保 有 者 23,662 19,775 43,437

世 帯 数

貨　　　　　　物 70

35,630

面 積 124.10k㎡

大 型

交通安全協会伊東地区支部

交通安全協会費

３年の方：1,200円
４年の方：1,600円
５年の方：2,000円

交通安全協会は、交通安全意識の高揚と交通マナーの向上を図ることに

より、交通事故のない明るい交通社会をつくることを目的に設立された団体

で、会員となる運転者皆様の会費により運営されています。

伊東地区支部では、痛ましい交通事故を防ぐため、各関係団体と協力し

幼稚園・保育園、小学校、中学校、老人クラブ等で、交通安全教室や

イベントなど様々な交通安全活動を実施しています。

〈交通安全指導員の活動〉

テレビ収録 街頭広報ラジオ出演

〈交通安全協会役員の活動〉

交通安全協会へのご加入ご協力を

お願いいたします

広報啓発活動 優良運転者表彰式 街頭活動

園児の安全教育 歩行指導 高齢者講習
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☆ 安全運転管理者の選任が必要な事業所 

自動車の使用の本拠地ごとに 

● 自家用自動車を５台以上使用 

【自動二輪車（50cc を超えるもの）は 1台を 0.5 台として計算する】 

●  乗車定員 11 人以上の自家用自動車を 1 台使用 

●  自動車代行運転業者 

のいずれかの項目に当てはまる場合は安全運転管理者の選任が必要です。 

また、自家用自動車を 20 台以上使用する場合は副安全運転管理者の選任

が必要となります。 

☆ 安全運転管理者の選任状況 

 令和４年 12 月末日現在、伊東市内の安全運転管理者等の選任数は 

     安全運転管理者  210 人（前年比＋15 人） 

     副安全運転管理者  44 人（前年比＋２人）   です。 

☆ 人身交通事故発生状況 

令和４年中に安全運転管理者選任事業所の従業員が第１当事者として

起こした人身交通事故の状況は下表のとおりです。 

 発 生 件 数  死 者 数 傷 者 数 

令和４年 前年比 令和４年 前年比 令和４年 前年比 

全県 3,953 件 -496 件 13 人 ＋1 人 5,014 人 －553 人

伊東 34 件 －14 人 1 人 ＋1 人 41 件 －16 人 

 

☆ 安全運転管理協会とは 

安全運転管理者の仕事と事業所の交通 

事故防止を手助けしている団体です。 

警察署ごとに地区協会があり、安全運転 

管理者選任事業所が加入しています。 

伊東地区安全運転管理協会 






